
２００９年１１月２日           

首都圏における「多摩川およびその流域の環境浄化に関する 

基礎研究、応用研究、環境改善計画のための研究」を募集します 
                                               

財団法人とうきゅう環境浄化財団 

 

 財団法人とうきゅう環境浄化財団（会長：西本定保）では、２０１０年度研究助成事業として、首都圏

における「多摩川およびその流域の環境浄化に関する基礎研究、応用研究、環境改善計画のための研究」

を広く一般から募集します。 

 この研究助成事業は、多摩川およびその流域の環境浄化を促進するため、１９７５年から毎年実施して

いるもので、これまでに延べ１０７６件の研究に対して助成金を交付しています。  

 ２０１０年度も引き続き、意欲的な研究の募集を行います。募集の概要は、以下の通りです。 

 

首都圏における「多摩川およびその流域の環境浄化に関する基礎研究、応用研究、 

環境改善計画のための研究」募集の概要 
 

○応募資格者    学識経験者の方はもちろん、一般の方でも研究に意欲のある方であれば、どなた

でもご応募いただけます。 

 

○研究対象テーマ  ①産業活動または住生活と、多摩川およびその流域との関係に関する調査および

試験研究 

②排水・廃棄物等による多摩川の汚染の防除に関する調査および試験研究 

③多摩川およびその流域における水の利用に関する調査、試験研究 

④シンポジウム、音楽会、出版等による環境啓発活動や、歴史的な遺産、社会シス

テムの維持保全・回復運動等、多摩川およびその流域における環境保全や文化

の創造に広く寄与するもの 

 

○助成研究の種別と助成金上限額 

①学術研究（１件あたりの助成金総額の上限額４００万円、単年度の助成金上限額２００万円） 

②一般研究（１件あたりの助成金総額の上限額１００万円、単年度の助成金上限額１００万円） 

 

○応 募 締 切  ２０１０年１月１５日（木） 

 

○応 募 方 法  応募についての詳細は、財団事務局までお問い合わせ下さい。 

 

財団法人とうきゅう環境浄化財団 

電話：０３－３４００－９１４２ 

 

 

以 上 



参考１ 

「とうきゅう環境浄化財団」の概要 

 

○法 人 名  財団法人とうきゅう環境浄化財団 

 

○法 人 役 員   会長 西本定保 

 

○設 立    １９７４年８月２８日 

 

○法人の目的   ①多摩川およびその流域の環境浄化保全に関する調査・試験研究ならびに助成 

②多摩川およびその流域の環境浄化保全に関する行政施策等に対する協力 

         ③多摩川およびその流域の余暇活動に対する指導および援助 

         ④多摩川およびその流域の環境浄化に関する広報 

 

○主な事業内容  ①研究助成事業 

下記の研究課題を対象とする学術研究と一般研究に対する助成事業 

                   ・人間活動と多摩川およびその流域との関係にまつわる調査、試験研究 

・多摩川水質の汚染の防除に関する調査、試験研究 

・多摩川およびその流域における水の利用に関する調査、試験研究 

・シンポジウム、音楽会、出版等による環境啓発活動や、歴史的な遺産、社会シス

テムの維持保全・回復運動等、多摩川およびその流域における環境保全や文化

の創造に広く寄与するもの 

          ②調査研究事業 

          ③普及啓発事業 

          ④環境回復援助事業 

 

○研究助成の実績   １，０７６件 １，２７１，７４３千円 （１９７５～２００９年度） 

 

 これらの研究成果は、「助成集報」、「多摩川環境調査助成集」などの刊行物としてまとめ、多摩川の

環境浄化に関係の深い行政機関、図書館、教育委員会などに寄贈し、ご活用いただいております。 

 

［主な寄贈先］ ・行政機関：経済産業省、国土交通省、環境省、東京都、川崎市など 

        ・図書館：川崎市、大田区、調布市、立川市、八王子市など 

        ・教育委員会：川崎市、大田区、世田谷区、八王子市など 



参考２ 

○研究助成例                 ２００９年度選考された研究課題 

１ 学術研究 

№ 研        究        課        題 代表研究者 所   属 研究期間 

1 

多元素同位体分析による多摩川上流・中流・

下流域の堆積物と河川水の供給源の解明と

汚染状況の把握 

鹿園 直建 
慶應義塾大学理工学部  

教授 
２年 

2 

多摩川上中流の森林流域における土壌浸透

能とその空間分布を考慮した降雨流出予測

に関する研究 

五味 高志 
東京農工大学大学院農学府国

際環境農学専攻 
２年 

3 
多摩川における亜酸化窒素生成細菌の生態

と窒素動態における役割の解明 
多羅尾 光徳 東京農工大学農学部 准教授 ２年 

4 
多摩川流域に植栽されたサクラ類の新たな

腐朽病害対策の確立に関する研究 
福田 健二 

東京大学大学院新領域創成科

学研究科 教授 
２年 

5 
多摩丘陵に残存する里山地域の景観３次元

可視化モデル（VLU)の開発とその応用 
輿水 肇 明治大学農学部 教授 1 年 

6 
多摩川流域環境保全データベース検証用

WebGis 構築に関する調査研究 
宮林 茂幸 多摩川源流研究所運営委員長 ２年 

２ 一般研究    

№ 研        究        課        題 代表研究者 所   属 研究期間 

1 日本の近代化を支えた多摩川の水 小坂 克信 
日野市立日野第四小学校 教

論 
１年 

2 
多摩川流域における後期洪積世初頭の人類

文化の成立と地形環境について 
比田井 民子 

（財）東京都スポーツ文化事業

団東京都埋蔵文化財センター 
２年 

3 
多摩川河口域における体験学習支援活動 

―多摩川干潟プロジェクト５周年記念事業―
小野 紀之 

特定非営利活動法人地域パー

トナーシップ支援センター 理

事長 

２年 

4 
多摩川における川と地域の交流拠点に関す

る調査・研究 
山道 省三 

特定非営利活動法人多摩セン

ター 代表理事 
１年 

5 
多摩川水系における魚類の生息調査を活用

した環境教育の普及および啓蒙 
奥山 文弥 美しい多摩川フォーラム １年 

 以 上 


